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身近な自然環境について考えよう 

～植田川(名古屋市天白区)・巴川(豊田市足助町)の水質・生物調査隊～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋市大坪小学校５年生 



2 

 

１ はじめに 

  「先生、植田川の水がきれいかどうかなんて考えたこともないよ」 

  新学期が始まった４月、「植田川の水ってきれいなのかな？」という担任の問いに対し

ての子どもの言葉である。名古屋市立大坪小学校５年生の子どもたちは、毎日のように学

区に流れる植田川の横を通りながら登校している。しかし、植田川の水質や住む生き物に

ついてあまり興味をもって生活している様子が見られなかった。そこで、子どもたちに、

身近な自然環境について目を向けてほしいと考え、水質パトロール隊として身近な植田川

について調べていくこととした。 

  子どもたちに、水質パトロール隊として COD を用いて水質調査を行うことを伝えると、

「早く調べてみたい」「亀や水鳥はよく見かけるし意外と水がきれいなんじゃないかな」

などと好奇心が高まる様子が見られ、調査を進めていくこととなった。 

 

２ 調査方法 

  各学期に活動を行い、１学期は学区に流れる植田川の調査を行った。また、上流の川の

調査をするために、豊田市足助町を流れる巴川の町を２学期に行うこととした。 

  日程、調査場所は以下の表の通りである。 

日時 場所 

７月 15日 植田川（学校周辺） 

植田川支流（下池公園周辺） 

10月 12日 巴川（豊田市足助町） 

   

３ 川のまわりのようす 

 第１回調査場所である植

田川は、大坪小学校学区を南

北に横断する川である。川の

周りには、住宅街が広がって

いるが、河川広場等はなく子

どもたちが川遊びをするこ

とができない。調査する際

は、バケツに紐をつけ、水を

すくい上げて水質調査を行

った。 

 調査は、子どもたちの馴染

みの深い下池公園の支流と

学校の東を流れる主流の２

か所で行った。 

 



3 

 

 第２回調査場所は、豊田

市にある三州足助屋敷の

付近を流れる巴川の調査

を行った。周りは森林に囲

まれており、秋になると紅

葉で有名な香嵐渓の近く

である。 

 上流らしい角ばった大

きな岩や、流れる水の勢い

や水量の多さに子どもた

ちは、植田川との違いを感

じていた。 

 

４ 調査結果 

  植田川と巴川の２か所の調査の結果を比較することで、川の上流と下流での水質の違い

に気付くことができた。また、子どもたちは、水質に影響して水生生物の種類に大きな違

いがあることに気付き、その違いに驚いている様子であった。 

  大坪小学校５年生全 12 班の結果をスライドにまとめたものが以下の示したものである。 
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「うわっ！くさい。」 

 植田川の調査では、いざ水を採取してみると思

ったよりにおいがきつく子どもたちは鼻を押さ

えている様子が見られた。また、調査マニュアル

に沿って、水生生物がいないかを必死に探してい

たが、アメンボとコイとアメリカザリガニとイシ

ガメしか見つけることができなかった。 

 「思っていたよりきたないね。」「なんでこんな

に川汚いんだろう。」「なんか嫌だな。」などと身近

な川の水質の悪さにがっかりする様子が見られ

た。 

 

「どんどん色が変わっていくよ！」 

 はじめてのＣＯＤ調査に子どもたちは、研究者になった気分で楽しそうに調査をする様子

が見られた。ＣＯＤ調査表と照らし合わせながら、ストップウォッチ係と協力しながら正確

に調査を行うことができた。「ピンクから色がどんどん変わっていく。」「こんなに汚いの！」

などと結果に驚く声があがった。 

 

 

「やっぱり！すごいきれいなんだ！」 

 自然が多く、森林に囲まれた巴川での第２回水

質調査では、子どもたちは、植田川との違いに気持

ちが高ぶっていた。川底が見え、ほぼ無臭の巴川に

「低濃度で大丈夫そうだね。」という子どもたち

は、ＣＯＤを用いて調査を始めた。「先生、色が全

然変わらないよ！」「すごいすごい！やっぱりすご

いきれいなんだ。」と、上流の川の水質のきれいさ

に感動している子どもの姿が見られた。 
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５ 結果からわかること 

  ２回の COD調査を終えた子どもたちは、結果から分かったことを班ごとにまとめた。以

下は、それぞれの班の結果からわかったことをまとめたスライドである。 
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「カニさんいるかな？」 

 子どもたちの考察からは、身近な川は思ったより

も水質がよくないこと、また、水質の環境に影響し

て生き物の種類に違いがあることが多く記述され

ていた。実際、第２回水質調査で行った巴川の調査

では、植田川と違い、無臭で透き通っている川を見

て、思わず川へ手を突っ込み「カニさんいるかな？」

「こっちには魚がたくさんいるよ」などと子どもた

ちも美しい川に対して気持ちが高ぶっていた。 

 

「先生、きれいな川っていいね！」 

 カニを捕まえることができ、子どもたちはとても満

足そうな表情であった。「今は寒くて入れないけど、

きれいな川だし、夏に遊びに来たいな。先生、きれい

な川っていいね。」と水質がきれいな川の魅力に気付

いている様子が見られた。そのため、考察には、身近

な川は汚れていることがわかったと再認識する様子

であった。 
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６ これからわたしたちにできること・さらに調べたいこと 

  ２回の水質調査を終えた子どもたちは、身近な自然環境に目を向けることで、「これか

らわたしたちにできること」「さらに調べてみたいこと」について話し合い、スライドを

班ごとに作成した。以下は、子どもたちのスライドである。 
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「わたしたちにできることってあるのかな？」 

 班ごとに「わたしたちにできること」についてのスライドを作成する際に、はじめは「植

田川がきれいになるためにわたしたちにできることってあるのかな？」と戸惑う様子が見ら

れた。するとある班の子どもが、「水をとにかく汚さないようにすることだよね。」「何がで

きるのかを調べてみよう。」と言い始め、インターネットを活用して調べる姿が見られた。

子どもたちは、各々川の水をきれいにするためにできることについて一生懸命に調べること

ができた。実際に、川をきれいにした地域があることを知り、私たち一人一人が気を付ける

ことで身近な自然を守ったり、環境の改善につながったりすることに気付くことができた。 

 

 

 「多くの人にこの現状を知ってもらうことが大切だね。」 

 子どもたちの中で、「川の水をきれいにする方法は分かったけど、自分たちだけではどう

することもできないこともあるね。」と考え込んでいる様子が見られた。そんな中「大人の

影響は大きいと思うから、今回自分たちがわかったことについて、多くの人にこの現状をし

ってもらうことが大切だね。」という前向きな発言が大変印象的だった。そこで、学年便り

等で保護者への発信も行っていくこととした。 
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７ 調査を終えて 

調査を終えて、各学級で、作成したスライドを用いて班ごとに報告会を行った。報告会

では、植田川と巴川の水質の比較を行うことで、上流ではきれいである川が下流に来るに

つれて汚れてしまうのは、人が川

を汚しているからだと発表する

姿が見られた。 

  さらに、「自分たちに何ができ

るか考えたときに、まずはこの

ような水質の汚染の事実を多く

の人に知ってもらうことだと思

います。」と水質についてより多

くの人に興味をもってもらうた

めに啓発運動をすることが水質

改善への第一歩であると考え始

めることができた。 

 

 

８ おわりに 

初めに、「植田川の水がきれいかなんて考えたこともないよ」と言っていた子どもたち

がここまで身近な自然環境に興味をもつようになってくれてよかった。水質調査を通して

子どもたちはさらに学区に流れる植田川について郷土愛をもって接することができるよ

うになったと感じる。今後も、身の回りの自然に目を向ける活動に取り組むことで、将来

を担う子どもたちには、環境について興味をもち、様々な活動に前向きに参加するような

人になってもらいたいと思う。 

 

 

 

 

 

これから自分たちができること

を考えていきたいです。 


